

















































































































実現可能だが、強い AI は実現できないと断言した（劉 2005：88-90）。
　第 3 次ブームに入った現在、AI は、その機能性や応用性の視点から「特化型
AI」と「汎用 AI」の 2 種類に分けられている。特化型 AI（Narrow AI）は、特定
の領域でのみ能力を発揮する AI である。自動運転や画像認識のように、何か一つ
の役割に特化した技術であり、そのほかのことはできない。現在利用されている
AI はすべてこれにあたる。汎用 AI（AGI、Artificial General Intelligence）は、あら
ゆる領域において知的な情報処理が可能で、人間が行う知的活動を完全に模倣でき


































































































































界 的 な 画 像 認 識 コ ン テ ス ト「ILSVRC（ImageNet Large Scale Visual Recognition 
Challenge）」で、ヒントンらのグループはニューラルネットワークの手法で、画像




































































けの総和が閾値を超えたときに興奮状態と見なし 1 を出力、それ以外の状態では 0
を出力する関数である。閾値とは、結果が一定の数値を超えていればアクションす
るという条件である。どのような論理演算でも、ニューロンをうまくつなげれば模










































































































































































































できたかを示す指標である。例えば、図 2 のような AI に様々な猫を映している写
真を100枚認識させ、そのうち99枚は猫で、 1 枚だけは猫でないとの結果になった
























　利益のみを追求する AI の開発利用が現れている。しかし、このような AI の利
活用は様々な社会問題をもたらしている。社会を良くするための AI の利活用に向












辞退率を予測する AI を開発した。リクナビはこの AI を用いて就職希望する学生































































い事柄に対しては対応できない。AI は 1 から 2 （有→有）を生み出すことがで












































































　自然言語処理 AI を無力化させる技術も開発されている。MIT や香港大学が共
同研究で開発した「TextFooler」が代表としてあげられる。この技術は文章内の特
定の重要な単語を同義語に置き換えることができる。単語が変換された文章は AI


























































5 ） 　演説を自動生成する AI に関する国連の調査研究報告は、次の Web ページを参照さ
れたい。https://japan.cnet.com/article/35138228（2020/3/31 閲覧）
6 ） 　阻害攻撃、ドルフィン・アタック、TextFoolerといった AI を攻撃する技術について
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